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意味を覚えない

コートカードの読み方
の極意 無料版

Fortune cat.co.ltd 
茂内重幸

無料版は重要な点は隠しています。 
有償で購入した方に不公平だからです。 
ご了承下さいますよう、お願い致します。
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【著作権】


『意味を覚えない「コートカード」の読み方の究極の極意』（以下、本

書と表記）は著作権法で保護されている著作物です。本教材の使用に際

しましては、以下の点にご注意することと呈する。 

以後、本書購入者を甲と称し、著作者を乙と称する。尚、無料版も同様

の著作権が適用されるものとする。 

第１条　著作権の定義 

第１項：本書の著作権はFortunecat.co.ltd茂内重幸に帰属します。(以

後、著作者と呼称。契約では乙と称する) 


第２項：乙の同意を得ずに、本書の一部または全部を、あらゆるデータ

蓄積手段（印刷物・ビデオ・テープレコーダー及び電子メディア・イン

ターネット・オークション等）により複製および転載することを禁じま

す。 


第３項：著作権法等違反を確認した際は、関係法規に基づいた損害賠償

請求等の法的解決手段を取ることとする。損害賠償金額は、壱千萬円と

する。 

第４項：「連想法タロットリーディング法」は７つは商標登録済みであ

る。故に、無断で甲が開催する講座・制作物・ブログ・ソーシャルネッ

トワーク・メルマガ等で説明・開示・公表・著作物等の表現手段を使っ

た場合、その賠償金として壱千萬円を甲は乙に支払うものとする。 

第５項：乙は定期的に興信所を使い、第１条第３項、第４項に違反が無

いか調査する。原則的に調査代金は乙が支払うが、甲が第１条第３項、

第４項に抵触した場合、調査料金全額を甲の負担とする。 

第２条　使用許諾契約書および免責事項 
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本契約は購入者（「以下、乙と称する」と販売者（「以下甲と称する）

の上で誠実さを持って了解することとする。 

 


本契約はFortunecat.co.ltd茂内重幸（以後、乙と呼称）との契約とな

る。 

本書を開封したことをもって本契約に同意したこととみなす。      


第３条  目的 


本契約書は、本教材に含まれる情報に対し、本契約に基づき購入者であ

る甲が非独占的に処理する権利を許諾するものとする。 


 


第四条  一般公開の禁止 


第１項：本書に含まれる情報は、著作権法によって保護され、また秘匿

性の高い内容であることをふまえ、甲は本書の情報を当社との書面によ

る事前許可を得ずして、出版および電子メディアによる配信（オークショ

ンも含む）などにより、一般公開することを禁ずる。 

第2項：現役プロ占い師の場合は、本書で講義をしてはならない。 

補足：「現役プロ占い師」は、顧客から金銭の授受がある者のことであ

る。 

第３項：上記の違反が発覚したら、直ちに乙は選任弁護人と打ち合わせ、

甲に賠償請求壱萬円を支払うものとする。 

 


第三条     契約解除 


第１項：乙が本契約に違反した場合、甲は何の通告もなく、本契約を解

除することが出来る。 


第２項：尚、ダウンロード販売の性格上、返品不可とする。よって返金

も発生しない。 

第３項：分割支払いの場合は原則として無いものとする。 

第四条     免責事 
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本書は、発行時点での茂内重幸の見解を提供する事を目的としており、

その使用また実行のすべては甲の自己責任で行うものとし、いかなる結

果を乙が保証するものではない。 


第五条　　管轄裁判所 

第１項：甲は第二条・三条に違反した場合は、告訴対象と為る。管轄裁

判所は大阪市簡易裁判所とする。 

第２項：著作者乙は事前許可を得ずに、本書に含まれる情報について、

誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を有する。 

第３項：本書に含まれる情報につき、不正確・不適格な情報がある場合

も、乙は一切の責任を負わない。 


同時に本書の購入者甲の本教材を使用した場合、いかなる結果について

も、乙および乙関係法人はその一切の責任を負わない。


第六条　　特典の提供について


第1項：本書に記載されている「特典」は期間が限定しており、期間外

は甲は特典の受託はできない。


第2項：特典の期間以外でも、金一萬円を甲が乙に支払うことで、受託

することは可能である。 
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【まえがき】


「コートカードを難しい」とよく私の生徒さんから言われます。確か

に「コートカード」は人物が中心的な絵柄で有り、特に象徴的なオブ

ジェは見付けにくいでしょう。


さすがに「コートカード」は「人物カード」と言われるぐらい「人物」

に遂、焦点が行きすぎる傾向はあります。


また商業出版されているタロット本でも、「コートカード」のみに特

化した書籍は日本国内ではありません。78枚のタロットの一部とし

て意味が書いてあるだけでしょう。


英米には「コートカード」専門の書籍が幾つかあります。


注意しなければならないのは、「コートカード」を読むときに、「人

物として読んでしまう」ことです。


例えば・・・


『別れた彼と寄りを戻したい・・どのようにすれば良いのか？』とい

う類の相談内容は非常に多いです。


このケースで「コートカード」がドローされると、遂、「彼の事」と

して読んでしまいがちです。


もちろん、人物として読むことは間違っていませんが、「コートカー

ド」の原則は、出来事・事件・物事の状態や状況であり、その変化を

指し示すカードであることです。


割合で考えれば、人物として読むのは全体の10％程度でしょう。


本書は苦手意識の大きい「コートカード」を純粋に「連想法タロット

リーディング法」で読み解くことができるようになることを目的とし

ています。


実は紐解いてみれば、「コートカード」は、非常に簡単にリーディン

グできます。是非、本書を熟読して「コートカード」を自在に読める

ようになってください。


by 小町
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タロット「コートカード」の読み方


序章　連想法タロットリーディングとは何か？


皆さんは、未だに「タロットカード」の意味を覚えて、タロットリー

ディングしていませんか？


それは大きな間違いです。


まずタロットに意味は存在しません。


タロットの歴史は「マルセイユ版」から発祥しますが、当の「マルセ

イユタロット」は、大衆の遊びのカードに過ぎません。当時の中世ヨー

ロッパでは遊戯が少ないのは当たり前です。


公園や遊園地もありません。


映画もTVもありません。


芝居はありましたが、寸劇程度のお粗末なものです。


書籍はグーテンベルクが生まれていない以上、原則的には「手書き」

で写していました。故に高額で大衆には手が届きません。


現に「マルセイユタロット」で賭け事をしていた文献も残っています。

そして・・・やがては「マルセイユタロット」は「トランプ」に変化

していきます。


遊びのカードに意味が存在するはずはありません。


タロットが「占いツール」として多用されたのは、1910年に黄金の

夜明け団の幹部アーサー・エドワード・ウェイトが、ウェイト・スミ

ス版を制作した後のことです。


「マルセイユタロット」の時代でも、ジプシーらが「占い」の様な事

を実践していましたが、これは演出的な効果を狙っただけです。
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ウエィト・スミス版では、アーサー・E・ウェイトが、カバラの思想

体系を盛り込み、パメラ・コールマン・スミスにタロットの絵を書き

換えさせました。


その後、オカルティスト達やカバリスト達（クローリーやレヴィ等）

によって、独自の意味が作り出されました。


しかし、それは、あくまでもウェイト・スミス版タロットの絵柄を研

究した成果であり、元来は「絵」そのものに啓示があったことは事実

です。


「連想法タロットリーディング法」は、まさに「絵」から啓示を得る

独自のノウハウです。


また本書は、「連想法タロットリーディング法」によって「コートカー

ド」を読み解く技術を教えるものです。よって私自身が連想したキー

ワードを敢えて掲載しません。


なぜなら、私の連想したキーワードを掲載した場合、そのキーワード

を覚えようとする方が多いからです。それでは意味を覚えるのと何も

変わりはありません。


•第一節　連想法タロットリーディング法の具体的なノウハウ


A. 自由連想によるリーディング法


まずは、「感想」と「連想」の違いについて解説しましょう。


感想の定義は、五感による外的刺激から発せられる反射的な言葉です。

皆さんは美術館に行ったことがあるでしょう。


ある「絵画」を観たとします。


すると、瞬間的に「楽しそうだ」「嫌いだ」「分からない？」「美し

い」と感想が出てくるはずです。


「感想」は「連想」とは異なります。
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ただ「感想」がきっかけとなって「連想」に発展するケースは多々あ

ります。


【では連想の定義は？】


連想は、人間の精神が

持つ働きで、ある所定

の事物などから別の事

物の情報を記憶の中か

ら検索して思い出す形

で行われる。このため、

その当人の過去の経験

にもより、ある同じ事

物から何を連想するか

は、人によってまちまちである。


こういった精神の働きは、人間が五感から得た情報を意識の上で知覚

する際に、より少ない情報からそれら対象が何であるかを認識・判断

する上で働いている機能の延長的なものだと解される。見聞きした事

物に直接的に関係する情報は、その対象を認識する上でより早い対応

を可能とするが、特に「連想」とした場合は、本来その事物とは関係

性の低い物事である場合も多い。


連想の例としては、「白いスクリーン」を一面の雪になぞらえ「銀幕」

と表現することなどがあげられる。こういった連想では、特に言葉と

して一般化され、共通認識として普及している場合に比喩と表現され

る。ただこの共通認識は上に挙げたとおり個々の者に内在する記憶に

左右されるため、必ずしも誰に対しても同じ印象を与え得るとは限ら

ない。銀幕の例でも、雪景色を見たことがない者にとっては平坦な白

い面から別のものを連想するかもしれない。修辞技法ではしばしばこ

の連想の働きに基づく技法が導入される。例えば「…」（三点リーダ）

は文中においては明確に表現されない文言を内包するが、その前後か
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ら読者が内容を推測する。


なお五感を備える者の場合は、外部から得る情報のうち8割を視覚か

ら得ていることにもちなむのか、視覚情報の類似性（形状・色・動き）

による連想が行われる傾向がみられる。しかし教育によって訓練され

ている人間の場合は、抽象的概念の類似性をもって連想する場合もあ

る。多くの場合においては、視覚や聴覚・触覚・嗅覚など様々な感覚

の類似性から連想が行われる。また連想は記憶間でも行われる。例え

ばある情報を記憶の中から抜き出した場合、この記憶の類似性で他の

情報が引き出されるケースもまま見られる。


連想は主に無意識的な働きとして日常的な人間の精神活動に見られる

が、これは意識的にきっかけを与えるなどして行うことができ、上に

あげた記憶に対する連想では、ブレインストーミングのように多人数

で連想的に情報を出し合い、この相互作用によって新しい発想に到達

しようという考えもある。ただし往々にして「何を連想するか」は無

意識的な働きに基づく。





つまり個々の記憶によって、連想は

様々に変化するわけです。


例えば・・・


道を歩いているとき、前から白い犬

（ゴールデン・レトリバーでも構い

ません）が散歩で前から歩いてくる

と想像してみて下さい。


ここで記憶が感想や連想に影響を与

えます。


過去、犬と一緒に過ごし、とても犬

が好きだった記憶があれば、「可愛いな！」と思うでしょう。「可愛

い」という言葉から、子供時代を連想する人もいることでしょう。


一方、過去に犬に噛まれて怪我をした経験があれば、「怖い！」と感
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じるのではないでしょうか？「恐怖感」から

「怪我」を連想する人もいることでしょう。


異なった連想をするならば、タロットリーディ

ングはできないのでは？と思うかも知れませ

んが、全く問題がありません。


実際に実験してみましょう！


ここではもっともシンプルなタロットカード

でもあるエースに着目してみます。


個人的にペンタクルエースを選んでみました。


さて。


この「ペンタクルエース」の絵を観て、皆さんはどのような連想をさ

れるでしょう？


ここで「ペンタクルエース」を選んだのには理由があります。


それは最もシンプルな構図だからです。


人間は具体的な図柄では感想・連想が浮かびやすいのですが、単純な

図柄ではなかなか言葉が浮かびません。


これは美術館でも経験があることでしょう。


印象派の絵画・・・例えば、クロード・モネ

の「睡蓮」を観れば、「美しい」「綺麗

だ！」「暖かい」「優しい」「心が癒やされ

る」などと感じるはずです。


しかし、ピエト・モンドリアンの抽象画を観

た場合はどうでしょうか？


何か具体的な感想・連想は浮かびますでしょ

うか？
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抽象的な図柄では、人間は五感による認識不足によって、感想や連想

が浮かびずらくなるわけです。


タロットも同様です。


大アルカナは「具体的な図柄」ですから、比較的、感想・連想は浮か

んでくると思います。


しかし「コートカード」「エース」は、大アルカナと比較すれば、抽

象的ですので、瞬時に感想・連想は浮かばないことでしょう。


私の生徒さんの苦手なカードの第一位は「コートカード」です。


それは、「人物しか描かれていない」と思い込んでいるからです。


脱線しました。


「ペンタクルエース」の感想・連想をしてみましょう。


コツは気楽に、自由に「連想」することです。連想に間違いはありま

せん。正しいことを解答する必用は全くありません。


では実例を挙げてみましょう。


＜第一のパターン＞


もっともシンプルな連想は、「コイン」です。


では、「コイン」とは何でしょうか？


この自問自答が最も重要です。


「コイン」＝「お金」ですよね。


商品交換の際の媒介物で、価値尺度、流通手段、価値貯蔵の3機能を

持つもののこと。


商品の価値尺度、交換手段として社会に流通しているもので、またそ
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れ自体が価値あるもの、富として蓄蔵を図られるもの。


という定義です。


ならば・・・


「コイン」⇒「お金」⇒「豊か」⇒「安定」と連想できますよね。


「安定」とは・・


”激しい変化がなく、物事が落ち着いた状態にあること。


物理・化学で謂えば・・・


物体・物質に少々の変化を与えても、もとの状態にもどろう、または

もとの状態を保とうとする性質を示すこと。”です。


「急激な変化が現れずに、何事も落ち着いて平素のままの状態が維持

されること」ではないでしょうか？


この文章は、まさにタロットリーディングそのものです。


では別の連想をしてみましょう！


＜第二のパターン＞


ペンタクル自体が黄色が基調なので、「太陽」と連想してみましょう！

「太陽」の定義は、Wikipediaでは・・


”太陽（たいよう、英: Sun、羅: Sol）は、銀河系（天の川銀河）の

恒星の一つである。人類が住む地球を含む太陽系の物理的中心[9]で

あり、太陽系の全質量の99.86%を占め、太陽系の全天体に重力の影

響を与える。


太陽は属している銀河系の中ではありふれた[9]主系列星の一つで、

スペクトル型はG2V（金色）である。推測年齢は約46億年で、中心

部に存在する水素の50%程度を熱核融合で使用し、主系列星として

存在できる期間の半分を経過しているものと考えられている。”


とあります。


でもこれでは、なかなか連想が発展しませんから、別の捉え方もして

みましょう！
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”太古の時代から、太陽を人格として捉えた太陽神は世界の多くの神

話・伝承などで最高神などとして描かれることが多く、太陽崇拝の対

象であることも多い。その性質も、昼夜を分け世界を統治する男性神

でもあれば、植物を育て恵みを与える女性神として考えられることも

あった。月とともに普遍的な太陽神についての誕生や成立に関する説

話は世界各地にある。


例えば・・・


”古代より世界各地で太陽は崇められ、崇拝

と伝承は信仰を形成した。


太陽神といえばギリシア神話やエジプト神話

に登場する男神が想像されるが、ブライアン・

ブランストンを始めとする神話学者の中には、

太陽神は男神よりも女神の方が主流であると

論ずる向きがある。男神がギリシア神話やエ

ジプト神話などの著名な神話に登場すること

が原因となり、太陽神＝男神という解釈が生

まれたというのである。「太陽＝男＝光」と

「月＝女＝闇」の二元性は、オルペウス教や

グノーシス主義の思想を源とするヨーロッパ地方の説話に少なからず

見受けられるが、例外として、太陽が女神で月が男神となっている北

欧神話、バルト神話の存在は注目に値するものである。日本神話の天

照大神も太陽神・女神であるが、対をなす月神の月読命は性別が明ら

かでない（一般には男神）。


太陽崇拝は、単一神教から始まり唯一神教に終わるとされる。古代エ

ジプト第18王朝のアメンホテプ4世（アクエンアテン）は、伝統的

な太陽神アメンを中心とした多神崇拝を廃止し古の太陽神アテンの一

神崇拝を行った。太陽神の乗り物としては、古代エジプトにおいては

空を海に見立てた「太陽の舟」（ラーやホルス）や、インド・ヨーロッ
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パ語族圏では空を大地に見立てた「日輪の戦車」（ローマ神話のソル、

『リグ・ヴェーダ』のスーリヤ、ギリシア神話のヘーリオス）がある。

メソポタミア神話のシャマシュは、青銅器時代の間、重要な役割を果

たす。南アメリカにはインカ神話のインティを代表とする強い太陽崇

拝があった。”


ということから・・・


「生きとし生けるもの全てに恩恵と平安・安定を与え、神格化さえも

される光を発し続けるもの」


と言葉を変換できます。


さらに・・・


「全ての生き物が生きるためになくては為らない光（希望・エネル

ギー）を与え続け、生きる上での不動の安定性を保証してくれる光の

球」と言い変えても言い訳です。


これこそが、タロットリーディングとなります。


以上の事から、「ペンタクルエース」を全く別の連想をしてみたわけ

ですが、結果的にタロットリーディングができたことになりませんか？

これが「自由連想」による「連想法タロットリーディング法」の事例

です。


B. 図像学・アトリビュートによる「連想法タロットリーディング法


「連想法タロットリーディング法」のメソッドの二つ目は、「図像学」

「アトリビュート」を活用することです。


詳しくは後章でも解説しますが、簡単に説明します。


絵の見方というのは人それぞれの方法があると思います。美しい絵画

は観ているだけで楽しいものです。しかし、古典絵画にはただ綺麗だ

と感嘆するだけではもったいないほど様々な要素が込められています。
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それを読み解くためにあるのがイコノグラフィー（図像学）です。た

とえば、道端で向き合った二人の紳士が相手を見つけて帽子を取った

とします。西洋人ならこれを見ると言葉がなくてもその人は挨拶をし

ているのだとわかります。こういった具合に、当時の人や西洋人なら

意識せずにわかる約束事があります。しかし、その約束事が私達現代

の日本人ではわからない場合もあります。特に古典絵画ではキリスト

教やギリシャ神話をモチーフにした絵が多いため、そういった物に馴

染みのない私達は、描かれた人物がある行動をしたり物を持っていた

りしてもすぐには理解できません。その約束事の一つ一つを教えてく

れるものがイコノグラフィーなのです。イコノグラフィーを学ぶ事で

今までわからなかった画家のメッセージが見えてくるでしょう。日本

にも名画と言われる絵画がたくさん来ているのに、そこに描かれた物

の意味を知らずにいるのであれば、こんなにもったいない話はありま

せん。自分の目を信じて鑑賞するのも楽しいですが、せっかくだから

画家の伝えたかった事を知っておいて損はないのではないでしょうか。

この作品はフェルメールという画家の「天秤を持つ女」という作品で

す。私もフェルメールは大好きですが、フェルメールの作品を直に見

た事は二度しかありません。この画家は人気があるにも関わらず、残っ

ている作品は30点ほどしかありません。


この絵の注目すべき点は、女性の後ろにある絵画です。後ろの絵は「最

後の審判」を主題にした絵画です。その点を踏まえた上でこの絵を見

ると、フェルメールの意図したものが見えてきます。以前はこの絵画

は金貨を量っている所だと言われていたそうですが、良く見ると女性

が持つ天秤には何も乗っていません。何かを量っている場面ではない

という事は、「天秤」である事に意味があると理解できます。最後の

審判では大天使ミカエルが死者の魂を秤にかけます。後ろの絵に気づ

くことで、フェルメールはこの絵で「最後の審判」を寓意的に表現し

ようとしていた事がわかります。卓上の宝石箱は人の世の醜さを感じ
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させ、女性の静かな佇まいはどこか

神聖さを感じさせます。フェルメー

ルは鑑賞者に最後の審判を意識させ、

節度のある生活をするように警告し

ました。


この絵では比較的図像は少ないです

が、その分イコノグラフィー的解釈

がしやすいと思います。普通に見て

いるだけではただ美しい女性の絵の

ようですが、画中画の意味に気づく

と一歩踏み込んだ見方ができるので

す。他にも名画と言われる絵画を見

ると、その多くはこのような隠れた意

味を見つける事ができます。


イコノグラフィーで絵を解釈する前に、絵画における約束事の形式を

少し紹介します。まずはアトリビュート（持物）です。これは、絵画

に登場する人物が誰であるのか判断するための基準となる特定の持ち

物を言います。これは「巨人のユニフォームで背番号が3番だから、

それを着ている人物は長嶋茂雄だろう」と見る人に思わせるのと同じ

役目になります。絵画の中でよく出るアトリビュートといえば、キリ

スト教の殉教者が持つ棕櫚の枝です。棕櫚とはなつめやしの事です。

これを持っていると、その人物がキリスト教の殉教者であったのでは

ないか、と推測できます。


これはスルバランの描いた聖アポロニアという聖人の絵です。聖人と

は、カトリック教会が選んだ歴史上特に信仰の篤かった人物です。キ

リスト教は長い間迫害されていました。聖人にはその信仰を貫き通し
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たことで迫害に遭い、亡くなった人も多く含

まれます。この聖アポロニアもその一人でし

た。


聖アポロニアのアトリビュートは棕櫚とやっ

とこです。その由来は、彼女は異教の神々に

犠牲を捧げる事を拒みその異教の神像を破壊

したために、捕らえられてやっとこで歯を抜

かれたというエピソードによります。その後

彼女は燃える火を前に改宗を強要された際、

改宗する事も拒み自ら火の中へ入っていきま

した。こうして信仰の篤い殉教者として、後

に聖人として認められたのです。歯を抜かれ

たためにやっとこを。殉教者であるために棕櫚の枝を持ちます。ちな

みに、日本に学問の神様の天神様等がいるように、聖アポロニアは歯

医者の守護聖人なのです。歯痛がする人はこの聖人にお祈りを捧げま

す。


視覚のみが頼りの絵画では、人物が持つ物によってその人物が誰であ

るかを見分けます。その持物の事をア

トリビュートと言い、鑑賞者はそこか

ら画家のメッセージを読み解くヒント

を得ます。棕櫚には殉教者を表す他に、

「聖なるもの」「忍耐」などを表す意

味もあります。


受胎告知はとても流行した主題です。

ボッティチェリだけでなく、ダ・ヴィ

ンチやフラ・アンジェリコ、フィリッ
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ポ・リッピなど、とても多くの巨匠が描いています。特にダ・ヴィン

チの受胎告知は馴染みも深いと思いますが、説明しやすいのはボッティ

チェリであるためこちらを選びました。ボッティチェリも当時ダ・ヴィ

ンチと同じ位の人気画家でした。


聖母マリアのアトリビュートとしてマリアの純潔を示す百合がありま

す。マリアの懐妊を伝えるために使わされた大天使ガブリエルが百合

を持っていたり、周囲の花瓶に活けられるなどして配置されます。こ

の絵の理解のために、少し長くなりますが受胎告知に関する聖書の内

容を載せます。


「六ヶ月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神か

ら遣わされた。ダビデ家のヨセフという人のいいなずけであるおとめ

のところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。

天使は、彼女のところに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主

があなたと共におられる。」マリアはこの言葉に戸惑い、いったいこ

の挨拶は何のことかと考え込んだ。すると、天使は言った。「マリア、

恐れることはない。あなたは神から恵みをいただいた。あなたは身ご

もって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。その子は偉

大な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダ

ビデの王座をくださる。彼は永遠にヤコブの家を治め、その支配は終

わることがない。」マリアは天使に言った。「どうして、そのような

ことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」天使

は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを包む。

だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。あなたの親類の

エリサベトも、年をとっているが、男の子を身ごもっている。不妊の

女と言われていたのに、もう六ヶ月になっている。神にできないこと

は何一つない。」マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お

言葉どおり、この身に成りますように。」そこで、天使は去って行っ
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た。


（新共同訳　「新約聖書」　日本聖書教会）


長くなりすぎましたが、ネットの世界では紙面の都合というものがな

いので、有名な受胎告知のシーンを詳しくしりたい人がいるでしょう

から全部載せてみました。受胎告知のマリアは５つの「賞賛すべき状

態」を含んでいると言います。特に最初の４つの状態が絵画でよく登

場します。その４つの状態とは、「戸惑い」「思慮」「問い」「謙譲」

になります。このボッティチェリの作品では最初の「戸惑い」の状態

と言えるでしょう。天使の言葉にマリアは動揺し戸惑っています。他

の状態のマリアを描いた作品と言えば、天使の挨拶の意味を思い巡ら

す「思慮」の状態がフィリッポ・リッピの作品。天使の告知に問い返

す「問い」の状態がバルドヴィネッティの作品。謙虚に神の命にした

がう「謙譲」の状態がフラ・アンジェリコの作品に見て取れます。マ

リアは受胎告知の時、旧約聖書のイザヤ書を読んでいたと言います。

マリアの肩のあたりに少し見えている本はイザヤ書でしょう。


この作品はバロック時代の代表

的な画家ルーベンスの「パリス

の審判」という作品です。この

典拠はギリシャ神話にあります。

女神エリスはある婚礼の宴に1

人だけ招かれなかった事に腹を

立て、その宴席に「もっとも美

しい女神へ」と黄金の林檎を贈

ります。すると、神々の王ゼウ

スの妃ヘラ、戦の女神アテナ、愛の女神ヴィーナスの3人が受け取る

にふさわしい者として名乗りをあげました。ゼウスはその困難な審判
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を避け、トロイアの王子で羊飼いのパリスに選ばせる事にしました。

これはパリスが3人の女神を前に、黄金の林檎を渡そうとしている所

です。女神達は美しさをアピールする他にも様々な手を使いパリスを

買収しようとしました。ヘラは世界の支配権を、アテナは戦勝を、

ヴィーナスは絶世の美女を与えるという条件を出します。パリスは

ヴィーナスに黄金の林檎を与えました。そしてヴィーナスは約束どお

り、スパルタの王妃である絶世の美女ヘレネをパリスに与えます。し

かし、妻を奪われたスパルタ王は怒り、ギリシアとトロイア間でトロ

イの木馬で有名なトロイア戦争が始まります。最近映画でトロイとい

う映画がありましたが、その中でパリスは結構な女好きとして描かれ

ていました。その映画ではパリスは情けない王族の次男坊で、主役は

あのアキレスです。最後はアキレスの唯一の弱点と言われるアキレス

腱を射抜かれて・・・映画の結末を話すのはいけませんね。私は映画

も結構好きです。


このパリスの審判について知っていれば登場人物が誰であるか想像す

るのは簡単です。しかし登場人物はわかっても、それだけではどの人

物が誰であるかわかりません。そこで先に上げたアトリビュートが役

に立ちます。


まずすぐにわかるのは黄金の林檎を持つ人物です。それだけでもこの

人物がパリスであるとわかるでしょう。パリスは羊飼いなので、識別

のために羊飼いの杖を持ち、足元には牧羊犬がいます。パリスの後ろ

にいる男性はヘルメスです。ヘルメスは神々の使者であり、3人の女

神をパリスの元に連れてきました。使者であるヘルメスは素早い移動

を象徴する翼のついたサンダルと帽子を身につけます。この絵でも帽

子に翼がついている事がわかります。ヘルメスが左手に持つ棒は、ア

ポロンからもらった2匹の蛇が巻きついたカドゥケスという魔法の杖

です。ヘルメスはこの杖のお返しに竪琴をアポロンに贈りました。
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では肝心の3人の女神の見分け方です。識別のコツは主に足元にあり

ます。まず一番手前の女性の足元には孔雀がいます。神々の中でも最

高位であるゼウスの妃ヘラのアトリビュートは高貴な孔雀です。手前

の女性の足元に美しい孔雀が見えます。愛の女神ヴィーナスのアトリ

ビュートはここではヴィーナスの息子と言われるクピド（キューピッ

ド）です。真ん中の女性の後ろに羽の生えた小さな子供がいるのがわ

かります。クピドは戯れに愛の矢を放ち、人々を見境なく恋させてし

まいます。恋とは気まぐれなものですね。そうなると残った一番奥の

女性がアテナという事になります。アテナのすぐ後ろにはアテナを怒

らせ争った、蛇の頭のメデューサが刻まれている盾があります。赤い

布の垂れる枝の先をよく見ると梟がいますが、これもアテナのアトリ

ビュートです。


こうするとそれぞれの人物を識別することもできます。何も語らない

絵画が、注意して観ると多くの物語を語ってくれます。それぞれの登

場人物がわかった上でまたその美しさを鑑賞すると、以前より深い味

わいを感じます。それぞれの女神に扮した女性達は背面、側面、前面

と、美しく魅力的な体をあらゆる方向から余す事なく見せつけます。

それぞれの配置や構図もリズミカルでとても見事です。


これはボッ

ティチェリ

の 有 名 な

「ヴィーナ

スの誕生」

という作品

です。貝殻

に乗った美
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しい女性のイメージは誰もが見た事があるでしょう。ヴィーナスの横

には花が舞っています。これはヴィーナスのアトリビュートである薔

薇の花です。ヴィーナスは母親から生まれたのではなく、天の神ウラ

ノスから切り取られた陰部が海に落ち、その時の泡から生まれ出まし

た。まずはヴィーナスの誕生の元になった話から始めます。


さて彼（クロノス）が父の陰部を鋼鉄（鎌）で刈り取って　陸地から　

大浪うねる海原へと投げ棄てるやそれは久しい間、海原の面に漂うて

いた。そのまわりに、白い泡が不死の肉（ししむら）から湧き立ち　

そのなかでひとりの乙女が生い立った。まずはじめに乙女はいとも聖

いキュテラに進まれ、そこから四面を海の繞るキュプロスに着かれた。

畏く美しい女神が陸に上がりたまえば、そのまわりに柔草が萌え出る

のであった。優しい足元で。彼女をアプロディテと（すなわち泡から

生まれた女神アプロディテ　麗しい花冠つけたキュテレイアと）神々

も人間どもも呼んでいる。泡（アプロス）のなかに生い育ったのだか

ら。またキュテレイア（と呼ぶの）は、キュテラに立ち寄ったからで　

キュプロゲネス（と呼ぶの）は　大浪うねるキュプロスで生まれたか

ら　またピロンメデス（と呼ぶの）は　陰部（メドス）から現れ出で

たからである。


このように絵の主題となっている物語を典拠と言います。この典拠か

ら、このシーンはヴィーナスがキュプロスの島にたどり着いた所だと

わかります。女性から生まれたのではなく、父親からじかに生まれた

という事は、ヴィーナスの高貴さを示しています。その高貴な天上の

神ヴィーナスに、右にいる地上の花の衣をまとった女性がやはり地上

の花の柄をした衣を着せようとしています。このことが天上の存在が

地上に舞い降りる様子を描いていると解釈できます。左にいる男女は

西風のゼフュロスとその恋人のクロリスです。二人は抱き合って快楽

を表現しています。愛の女神でもあるヴィーナスはこの風に吹かれて
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キュプロス島に着きました。


このように「図像学」「アトリビュート」を応用すれば、タロットで

の解釈における連想の手助けになります。





現に「魔術師」には「白百合」が描かれています。


「白百合」＝「聖母マリア」ですから、広義

では「女性一般」を指します。


すなわち、「魔術師」というタロットカード

も、「図像学」「アトリビュート」から、絵

のモチーフを特定のメッセージとして連想す

ることが可能である、ということです。





ただし、注意が必要です。


図像学的解釈では「白百合」＝「聖母マリア」

なのだから、”この「魔術師」の「白百合」

は聖母マリアである！”と断定しては「連想」

は発展しません。


重要なのは、「聖母マリア」とは何を顕しているのだろう？と自問自

答することです。


C. ユングの「元型論」を活用する！


まずは、ユングについてです。


カール・グスタフ・ユング（Carl Gustav Jung、1875年7月26

日 - 1961年6月6日）は、スイスの精神科医・心理学者。深層心理

について研究し、分析心理学（通称・ユング心理学）を創始した人物

です。


ユング心理学（分析心理学）は個人の意識、無意識の分析をする点で

はフロイトの精神分析学と共通しているのですが、個人的な無意識に
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とどまらず、個人を超え人類に共通しているとされる集合的無意識

（普遍的無意識）の分析も含まれることがユング心理学のコアです。

ユング心理学による心理療法では能動的想像法も取り入れられていま

す。能動的想像法とは、無意識からのイメージが意識に表れるのを待

つ心理療法的手法です。また、ユング心理学は、他派よりも心理臨床

において夢分析を重視しています。夢は集合的無意識としての「元型

イメージが日常的に表出している現象」でもあり、また個人的無意識

の発露でもあるとされます。


ユングの心理学で重要な点は、「集合的無意識」の解釈です。


「集合的無意識」とは・・・


集合的無意識（しゅうごうてきむいしき）は、カール・グスタフ・ユ

ングが提唱した分析心理学における中心概念であり、人間の無意識の

深層に存在する、個人の経験を越えた先天的な構造領域です。普遍的

無意識（ふへんてきむいしき）とも呼ぶ場合もあります。個人的無意

識の対語としてあり、ユングはジークムント・フロイトの精神分析学

では説明の付かない深層心理の力動を説明するため、この無意識領域

を提唱しました。


言語連想試験の研究によってコンプレックスの概念を見出したユング

は、個人のコンプレックスより更に深い無意識の領域に、個人を越え

た、集団や民族、人類の心に普遍的に存在すると考えられる先天的な

元型の作用力動を見出しました。


元型の作用と、その結果として個人の夢や空想に現れるある種の典型

的なイメージは、様々な時代や民族の神話にも共通して存在し、この

ため、元型や元型が存在すると仮定される領域は、民族や人類に共通

する古態的（アルカイク）な無意識と考えられ、この故に、ユングは

この無意識領域を「集合的無意識」と名づけました。


人間の行動や思考・判断は、自我と外的世界との相互作用で決まって

来る面があるが、他方、集合的無意識に存在するとされる諸元型の力
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動作用にも影響される面があります。


ちょっと難しいで

すよね。


意識とは・・・


意識とは自分主体

の意識の総体であ

り、普段自分自身

で物事を考えたり、

判断したり、感じたり、五感によって導かれているものになります。

今こうして文字を読んでいることも意識により行っていることです。 


個人的無意識とは・・・


意識の次の層にあるとされる個人的無意識。


自分自身によって意識から不快な記憶や外傷体験など心に悪影響を及

ぼすもの、強い感情やこだわりを忘却、抑圧させたものを個人的無意

識と言います。その言葉の通り、個人の体験や考え方に基づいた無意

識となります。これがコンプレックスへと繋がるのです。 


集合的無意識とは・・・


個人的無意識の次の深い層に

あるとされる集合的無意識、

普遍的無意識とも呼ばれます。
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意識、個人的無意識とは違い、個人の経験を越えた、人類が長く生き

てきた中で蓄積されたものが遺伝的に継承された領域で、民族が違っ

ても人類に共通する先天的な意識を集合的無意識と言います。 


これだけでは理解不足でしょうから事例を解説します。


＜個人的無意識を活用した連想法タロットリーディング法＞


個人的無意識は、個々人の記憶によって引き起こされます。


例えば「海」に行ったとしましょう。


幼い頃、海で溺れた経験のある方ならば、海を観た瞬間に「怖い！」

と思うでしょう。


逆に「海に素晴らしい思い出がある」方は、「なんて素晴らしい！」

と感じることでしょう。


この瞬間の反応によって「連想」は、個々人によって異なります。


所謂、前章の「自由連想」となります。


＜集合的無意識を活用した連想法タロットリーディング法＞


二つの事例を解説します。


集合的無意識は個々人の記憶に左右されることなく、人類共通の潜在

意識です。


よって「連想」も世界中の人間が同様の言葉を表現します。





事例1：髑髏


右図のように「髑髏の絵画」がありま

す。


もっとリアルに想像しましょう。


今、貴方の目の前に髑髏があるとしま

しょう。
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貴方はどのような感じがす

るでしょう。


一般的な人間ならば・・・


「死」「恐怖」「気味が悪

い」「乾いている」「将来

性が無い」「触りたくな

い」・・・などの感情が湧

き出てくるはずです。余程、

変人では無い限りです。


この感想は、世界中の全ての人間が思うこととして共通しています。


多くの説がありますが、集合的無意識は遺伝子レベルの記憶によるも

のが判断の材料になります。


人類は猿から進化しましたが、類人猿（ネアンデルタール人でも構い

ません）の時代から、「死ねば骸骨になる」ということを記憶してい

ます。つまり「骸骨」＝「死」と直結しているわけです。


その太古からの記憶が、現代人にも適応しているわけですね。


事例2：赤ん坊


皆さんは「赤ん坊」を観ると、どのような気持ちになりますか？


憎いですか？


殺したい！と思いますか？


間違っても、このような感情は出てこないはずです。


「可愛い」「小さいから守ってあげたい」「みずみずしい」「将来性

がある」・・・と感じるはずです。これも集合的無意識の共通の概念

です。


タロットのケースですと、「死神」のカードを観察してみましょう！
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観ればすぐ分かるほど簡単なカードです。


実際に「死神」は骸骨ですよね。


ならば集合的無意識では、「死」「暗黒」「絶望」「停止」

「未来が無い」・・・と簡単に連想ができます。


つまり意識しなくても、集合的無意識では「骸骨」は以上

の様な連想に自然になるということです。


「死神」のカードをよくよく観察すれば、何かに気が付く

事でしょう。死神が白馬にまたがり、旗を持っています。


「旗」は何かのシンボルであり、何かしらのメッセージを

送るものです。


ではこの死神が持っている旗は、どのようなデザインでしょう？


黒地に白く何かが描かれています。この図は上から見た白百合です。

また図像学的な解釈ができます。


「白百合」は「聖母マリア」であり、それは一般的には「女性全般」

を示します。


「死」が「生命を生み出す女性」の旗を掲げているわけです。


不思議だと思いませんか？


「死」が「生命」を持っていることになります。


ここで重要なのは、「なぜ、死の象徴が生命の

象徴をかかげているのか？」と自問自答するこ

とです。


視点を変えて考えて観ましょう！


この「死神」は「ウェイト・スミス版」です。


「ウェイト・スミス版」は、基本的には「マル

セイユタロット」のデザインを元にカバラの思

想を盛り込んだ絵柄になっています。


では「マルセイユタロット」の「死神」はどの
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ような絵柄でしょう？


タロットリーディングで重要なのは、「絵を詳細に観察して、描かれ

ているもののメッセージを探すこと」です。


「マルセイユタロット」の「死神」は「ウェイト・スミス版」よりも

シンプルですね。


単なる骸骨が鎌を持っています。


畑のような場所には、キングとクイーンの首・手足・骨が落ちていま

す。


一見すれば不気味な絵ですね。


ここで「不気味」「気味悪い」「気持ち悪い」という感情を抑えて、

冷静に絵を分析してみましょう！


正確に言えば「骸骨」ではありません。筋肉がありますね。


確かに死神の持つ「鎌」は描かれていますが、普通、「鎌」は上から

下に振り下ろすものです。


しかし死神の鎌は地面に接触しています。


見方を変えてみましょう！


この鎌は、畑を耕す鍬として使っているのでは？


と思えた方は発想力があります。


仮に「鍬」ならば、首・手足・骨は何でしょう？


答えは「種」です。


生命には必ず「死」があります。


永遠に生きる生物はこの世には存在しません。


もしも生物が永遠に生きることが出来たなら、進化も文明も途絶える

ことでしょう。生殖機能があるならば最悪の事態になります。地球は

食物連鎖の憂き目に逢い、共食いの道にたどることでしょう。


「死」は「生きる」ために絶対不可欠なのですね。
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極論を言えば、死も生の一部です。


死ぬことによって生命が新たに芽生える。


これをマルセイユタロットでは、鎌を鍬に見立てて、死は生の「種」

である・・・ことを語りたいのです。


さて。


「ウェイト・スミス版」の「死神」に戻りましょう。


死が生命の旗を持っている事が納得できたのでは無いでしょうか？


このメソッドが「集合的無意識」が持つ元型イメージから連想を発展

させるテクニックです。


D. その他の「連想法タロットリーディング法」テクニック


実は「連想法タロットリーディング法」のノウハウはこれだけではあ

りません。


非常に基本的なテクニックを三つ紹介したに過ぎません。


以下に挙げるものは「連想法タロットリーディング法」のテクニック

です。


・色彩から連想する方法


・吹き出しを付けて台詞を付ける方法


・カードの名称から連想する方法


・カード番号から連想する方法


・人物の視線から連想する方法


・現存する有名人（亡くなった偉人でも構いません）や物語の主人公

に見立てて連想する方法


・音楽連想法


上記のテクニックは本章では扱いません。本書は「コートカード」の
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読み方に特化したものです。


また、上記のテクニックや、先ほど紹介した三つのテクニックももっ

と奥が深いものです。


このノウハウを学びたいと少しでも思った方は、「小町の意味を覚え

ない連想法タロットリーディング法」のタロット講座をご検討下さい。

お問合せ・ご質問はいつでもお受け致します。


mailto:sshigenai@gmail.com


第一章 タロット「コートカード」の概要


• 第一節  コートカードとは何か？


既にタロットを何かしら学んでいる読者様には分かっていると思います

が、初心者様のことを考慮して「コートカード」とは何であるか？につ

いて述べたいと思います。 

一般的な話しを語りましょう。 



タロットデッキ（タロットカード78枚のことで

す）の種類は、大きく分けると、「大アルカナ」

が22枚と「小アルカナ」が56枚ですね。


小アルカナは56枚ありますが、その内訳は・・・

「数札」が40枚で「コートカード」が16枚で

す。
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大アルカナについては別の教材で詳しく語ってい

ますので、本編では詳細は省略致します。


簡単に解説しますと、大アルカナは英語では

major arcanaですね。


「アルカナ」とは、ラテン語でarcanum＝アル

カーヌムの複数形であり、「机の引き出し」の意

味から、引き出しに「隠されたもの」をさし、さらに転じて「秘密」「神

秘」などのメッセージになりました。


タロットを神秘的なものと見るようになった19世紀頃から使われ始め

た言葉で、ゲーム用具としてのタロットでは、単に「切り札（英語: 

trump、フランス語: atout など）」と呼ばれています。


ただし、愚者を切り札に含めるかどうかは地域差があり、フランスでは

切り札とは独立したカードとしているのですが、オーストリアなど中央

ヨーロッパでは22番目の切り札としているのも事実です。


ここでは・・・


「切り札」とは特別なカードを指しています。特別とは「あらゆるもの

変化する」ということです。


これは「トランプゲーム」をした方ならお分かり頂けるでしょう。


一般的に、トランプはAが最強ですよね。次にKING＜QEEN＜JACK

と続きます。
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ここで「ジョーカー」の存在が「切り札」となります。「ジョーカー」

はあらゆるカードに変化しますよね。AでもKINGでも数札の2にも変化

できます。


【コラム】愚者の旅という概念


タロットの解釈の一つに「愚者の旅（FOOL’s Janey）」という考

え方があります。


「愚者の旅」とは、「愚者」が主人公となり、大アルカナの各カードへ

と旅をする物語です。


この「愚者の旅」も解説すると長文になるので、ここでは簡略して解説

しましょう。


「愚者」は「０」番ですね。


すなわち、まだ卵の状態なのです。


「０」という数字は卵に似ているでしょう。


卵ならばまだ外の世界には生まれていません。準備段階ですね。


「愚者」は生まれたばかりなので、世間を知りません。


怖いモノなど何も無いのです。


派手な服装を着て、さあ、人生の旅に出かけるぞ！といった意気込みが

感じられます。


「愚者」は最初に「魔術師」に遭います。彼に遭って「一箇所に留まる」

ことの必用性と「創造力」が最も重要だと理解します。愚者が持ってい

た袋の中身は、「魔術師」で明かされます。それは「Wands」

「Cups」「Swords」「Pentacles」という四大元素です。この四

大元素を用いて火のパワーで何かを作るのが「魔術師」です。これらの

材料をテーブルに広げ、ワンド（火）の力を使って何かを創造しようと

します。
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「創造」には火の元素が必須です！


料理のときに火を使いませんか？鍛冶屋さんは火を使うでしょう。工場

でも火を使いますね。


そうです。


火は創造に欠かせません。


ただ人間は神ではありません。「無」から「有」を作ることは不可能で

す。


ただし、何かの材料があってそれを組み合わせて作ることは幾らでも出

来ます。


所謂、現代で云う「化学者」・・・中世ならば「錬金術師」でしょう。


そして、女教皇･女帝という「女性」に出会い、


「皇帝」「法王」という男性に出会い、


それぞれ、女の性質と男の性質を学びます。


「女教皇」では女性の潜在意識のパワーを・・・


「女帝」では女性らしさである「美」「優しさ」を・・・


「皇帝」では組織運営には明確な基準が無ければいけないと・・・


「法王」ではキリスト教カソリックのTOPとして、「教える」ことの

重要性を・・・


次に「恋人たち」で男女の緊密な恋愛を勉強するのです。


「恋人たち」は実はかなり多くのメッセージを持つカードです。


本章ではこの辺りにしておきます。


「戦車」では、勢いとそれに伴う精神と肉体（善きモノと悪しきモノの

制御）


のコントロールを知ることになります。正確に言えば、前進するなら
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ば、自身の長所・短所をバランス良くコントロールすることを教えてい

ます。


「力」で自分のネガティブな面・他人の悪しき面を、


肉体の力で強引に制御すのではなく、


優しさ・労りの心でしかコントロールできないことを悟ります。


そして「隠者」で、外的な旅を終了します。「隠者」は氷の山に立って

いますね。「愚者」の背景には小売りの山がそびえていました。「愚者」

の氷の山の峰は9個です。すなわち、「隠者」に至って「あるレベルの

旅は卒業する、という暗示です。


そして「隠者」は自分の内面の心の旅を始めるのです。


この「隠者」以降のタロットカードでは、現実の人間は登場しません。

それは「心の旅」なのですから、実在の人物は登場しないと言う事です。

「運命の輪」はちょうどターニングポイント。現実の旅から心の旅に進

む転換点です。


ここでは・・・万物流転：全てのものは変化するべきものであることを

知ります。


繰り返しますが「正義」から「太陽」までは精神の旅です。


ですから人間は出てきません。
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参考までに、「正義」は「正義の女神」


「吊された男」はイエス・キリスト。


「星」も希望の擬人化です。


「正義」では人を裁くことの重責、正しい行いを励行、この世の全ての

出来事には「因果関係」の法則があることを学びます。


「吊された男」では、イエス・キリストの生き方、生きる意義を目の当

たりにします。


イエスの犠牲愛、逆さ吊りのため視点の変換、人間が成長する過程では

儀式（セレモニー）が必用と学びます。


「死神」からは「人間はどんな地位があろうとも金持ちだろうと子供だ

ろうと老人だろうと男であろうと女であろうと、必ず死ぬ」宇宙の大原

則を学びます。


また終わりがあるから始まりがある。死があるから生がある真理も学ぶ

でしょう。


「節制」では中庸を学びます。


この世の全ての出来事には執着をしてはいけないことと・・・中庸の真

理を学びます。「中庸」とは、偏らない、しかし、決して大小や上下の

中間を取りさえすればよいという意味ではありません。よく、「中途半

端」や「50対50の真ん中」と混同されていますが違います。中間、平

均値、足して2で割るという数学的なものではありません。常に、その

時々の物事を判断する上でどちらにも偏らず、かつ通常の感覚でも理解
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できることです。


「悪魔」では超物質的にこだわる事を見させられます。


これは簡単に言えば、現実のあらゆる欲望は「・・・が欲しい」という

真理です。


「傲慢：俺は偉いんだ！」


「怠惰：面倒くさい・とにかくラクをしたい」


「憤怒：怒りで自分を見失う」


「暴食：餓鬼のようになんでも必要以上に食べる」


「淫乱：性欲の奴隷」


「強欲：とにかくあらゆるものを所有したい。そのためには人から奪う」

「嫉妬」：他人の幸せ・地位・環境・境遇を嫉み、中傷したり足を引っ

張る


「塔」は一般には「破壊」の象徴ですが、本来「塔」が啓示しているの

は、成長には「思い込み」「既成概念」を一度リセットしてクリアにす

ことが必須であることを訴えています。


「星」は無償にただ与え続ける事が未来を希望に満ちた世界に変えて行

く術であると説きます。


「月」は人間の層にある「恐怖」の原因は、「見えない」「わからない」

からであると教えています。
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「太陽」に至り「愚者の旅」は終わりを迎えます。


勘違いしないでくださいね。


「世界」で愚者の旅が終わるという説もありますが、私はレヴィの説を

取ります。


その理由は、


第1に「愚者」の目的は「太陽」であることです。


「愚者」のカードの絵を見れば明らかです。


「愚者」のみに「白い太陽」が描かれています。


「白」の後アトリュビュートは「透明」ですから、太陽が目的ではあり

ますが、愚者本人には見えません。


さて。


「太陽」に到達して一旦彼の旅は終わりますね。


成長・到達・達成したわけです。


しかしカードはまだ2枚あります。


「審判」と「世界」です。


なぜでしょう？


「愚者の旅」は終わりました。


ここでよーく考えて下さい。


「愚者」一人だけが幸せになって、本当に幸福と言えますか？


貴方一人が幸せになって、貴方の家族が不幸なら、貴方は幸福ですか？


愚者は、自分１人の幸福はまだ「本当の幸せでは無い」のだと気づくの

です。
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「審判」では天と人が繋がっていることで、人間は完全な自由を手に入

れることを知ります。天と繋がっているというのは、イエス・キリスト

の再降臨です。


ただし、善人だけです。


善人は死んでいても復活し、1000年王国（ミレニアム）にイエスと一

緒に入ります。これが「エデンの園」です。


しかし悪人は悲惨ですよ。生きたまま地獄に落とされます。


ラストカードは「21」の「世界」です。


「世界」では、完全なる自我の統一が万民の幸福に直結することを学ぶ

のです。


これは難しいですよね。


簡単に説明します。


人間には個々人に「自我」があります。


「自我」があるからこそ、他者と自分を区別できます。


仮にですよ。


世界中の人間の自我が同じになったならば、「戦争」は起こります？


NO


世界中の人間の自我が同じになったならば、「殺人」などの犯罪は起こ

りますか？


NO


これを目指すのが「世界」です。


「世界」の女神には、オーリーブの葉で楕円形を作っています。


すなわち「０」です。


また次の高い次元・より高度なステップへまた旅立つわけです。つまり

また「愚者」に戻って旅をするのです。
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次元は高くなっていますが、また愚者からスタートです。


これが愚者の旅の概要です。


ヘブライ文字との関係が深いのもタロットの特徴です。 
 
枚数が22枚であることから、神秘主義者らによって、ヘブライ文字22

文字や、セフィロト（生命の木）の22本の経路と関連づけて解釈され

ます。しかしヘブライ文字と22枚のカードのどれとどれを関係付ける

かは複数の説があるのが事実です。


タロットコートカードは16枚ありますね。


16枚の内訳は、スートと登場人物に分けて考えると分かり易いですね。

では「コートカード」の構造についてです。


コートカードに限らず、小アルカナは4つのスートに分類されています。

「Wands（ワンド）」⇒「火の属性」「樹の棍棒」


「Cups（カップ）」⇒「水の属性」「聖杯」


「Swords（ソード）」⇒「風の属性」「剣」


「Pentacles（ペンタクル）」⇒「土の属性」「金貨」


さらに、コートカードには特定の人物が描かれていますが、その人物に

も属性があります。


「Page」⇒風
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「Knight」⇒火


「Qeen」⇒水


「King」⇒土


※占星術で考察すると、「Page」と「Knight」は逆ですが、レヴィの

説を取ります。


このように考えていくと・・・・


「コートカード」には同時に二つの属性が存在することになります。


「カップのナイト」は「水」と「火」の属性となります。


一般に「属性」で読んでいく方法では、そのスートが優先されます。


「カップのナイト」ですと、ナイトの属性は「火」ですが、「カップ」

の属性「水」を強く読みます。


•第二節 コートカードは「人物」として読んではいけない！


初心者〜中級者の方、勿論PROも含めて、コートカードを大きく間違っ

た考え方をしているのは、「コートカードは人物と想定して読む」です。

確かにコートカードは人物として読むケースもあります。


シグニフィケーターで使う場合もあります。


しかし、「コートカードの90％以上は出来事・物事・事象の状態の変

化」として読まなければなりません。


タロット占いならば、必ず相談者が居ます。相談者は「相談」を語りま

すね。


相談内容は100％「問題」「悩み」です。
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例えば・・・


「復縁したいけど、相手が頑なでなかなかできない」という問題がある

から占いに来たのです。


そこでコートカードの「ペイジ」がドローされたなら、その相手や相談

者の事で無く、状況の変化としてリーディングしなければなりません。


ポジション定義によって読み方は異なりますが、仮に「現時点の本質的

な状況の確認（相談者も気が付いていない隠された状況）」というポジ

ション定義に「ペイジ」がドローされたならば、「現時点の相手の頑な

さは、今、始まったばかりです。丁度、相手の方はまだ怒りや失望感で

一杯なのでしょう。あくまでも始まったばかりですから、今の相手の感

情は流動的で先が見えません。まだ様子を見ると云った段階です。」


と読むべきです。


• 第三節 各スートとコートカード人物の共通のメッセージ


「連想法」は「意味を覚えないリーディングメソッド」です。


よって「連想」するきかっけが必用ですよね。


しかし・・・・


「コートカード」を見ると、「Page」は皆、小姓が描かれていて特徴

的なオブジェが見つからない・・・という疑問が投げかけられます。


その疑問の一つの答えが「属性」の共通のメッセージです。


では、まずは「スート」から解説しましょう。


＜Wands＞


火の属性


そこで「火」をイメージしてください。
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「火」から浮かぶことばをできるだけOUTPUTしてください。


「情熱」「怒り」「創造力」「エネルギー」「熱い」「光」「根性」「白

熱」「火事」「太陽」「不動明王」「赤外線」「溶かす」「暖かい」


その後、一つの単語（キーワード）だけに注目します。


例えば・・


「情熱」を選んだとしましょう。


何の「情熱」ですか？


どのような「情熱」ですか？


なぜ「情熱」を持ったのですか？


いつ「情熱」を持ったのですか？


どの場所・環境・境遇での「情熱」ですか？


と５W1H に照らし合わせて具体化します。


「具体化」のテクニックは別章で詳しく纏めていますので、参照してく

ださい。


上記の方法で実際に具体化をしてみましょう！


Q:何の「情熱」ですか？


A:仕事に対してキャリアアップする情熱


Q:どのような「情熱」ですか？


A:何が何でも成果を出して上の人に認められたい


Q:なぜ「情熱」を持ったのですか？


A:自分の内面の野心


Q:いつ「情熱」を持ったのですか？


A:入社後、同僚が先に出世したのを見た時


Q:どの場所・環境・境遇での「情熱」ですか？


A:社内での内定通知が発表される会議室で！
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このように具体化できれば、想像することは容易くなります。


ここでは、「Wands」の「火の属性」についてどのように連想するか

と云えば、「自分のライフワーク上で同僚が先に出世したことにより、

何が何でも上司に認められたいという野心の芽生え」と云えますよね。


小アルカナの「属性」を連想するには、具体化することが必須なのです。

具体化できれば、その文章がそのまま「火の属性」の連想キーワードと

なります。


具体化の方法はまだあります。


「類語辞典」を使うことです。


「類語辞典」は角川書店版が一番詳しいの

でお薦めです。


特に「類語辞典」を購入しなくても、イン

ターネット上で幾らでも類語を調べられま

す。


最も有名な「類語辞典」サイトは、Wblio

ですね。


http://thesaurus.weblio.jp/


仮に上記サイトで、「情熱」と検索してみ

ます。
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http://thesaurus.weblio.jp/


熱情 ・ 熱意 ・ 熱血 ・ いき込み ・ 狂熱 ・ 強い興味 ・ 気組み ・ 

熱心 ・ 意気組み ・ 気込み ・ 熱気 ・ 意気込み ・ 熱狂 ・ 気勢 ・ 

意気ごみ ・ 興奮 ・ 熱中 ・ 忘我


強い愛情 熱情 ・ 熱血 ・ 血気 ・ 鋭気


強い気持ちまたは感情 熱烈さ ・ 熱情 ・ 熱血 ・ 熱心さ ・ 激

情 ・ 熱誠 ・ パッション


熱意と強さのこもった感情 熱 ・ 熱烈さ ・ 熱情 ・ 熱意 ・ 熱

血 ・ いき込み ・ 熱心さ ・ 真剣 ・ 血気 ・ 意気込 ・ 熱心 ・ 気込

み ・ 熱誠 ・ 熱烈 ・ 熱気 ・ 意気込み ・ 気勢 ・ 意気ごみ


熱意があふれ出る 熱 ・ ほとばしる元気 ・ 熱情 ・ 熱意 ・ あふ

れる元気 ・ 熱心 ・ 熱狂 ・ 意慾


非常に感情的な特性 熱り ・ 熱情 ・ 向かっ腹 ・ 熱血 ・ 向っ腹 ・ 

熱心さ ・ 激情 ・ むかっ腹 ・ 癇癪 ・ 情炎 ・ 熱気 ・ パッショ

ン ・ 情火 ・ 情 ・ 客気
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（通常、人または主義に賛同しての）強い熱意 熱情 ・ 熱意


ざっとですが、この程度の類語が出てきます。


例えば、「ほとばしる元気」というキーワードをピックアップすれば、

「青春の若かりし時代に描いた、夢・希望を追いかける溌剌としたエネ

ルギッシュな心持ち」と解釈できます。


※もちろん、それ以外の文章も作れます。


これも「火の属性」の列記としたキーワード文です。


このようなメソッドで、小アルカナの各属性を連想していって下さい。





参考までに「Wands＝火の属性」のキーワードを連想すると・・・


※「情熱」以外のキーワードをOUTPUTしてみましょう！


『誕生　新たなスタート　創造　独創性　意味ある経験のスタート・・


★目標への第一歩　


★創造力、活力


★直観の働き


★強い意志


★意思・動機・アイディアが湧く


★発展する


★未来への第一歩


★はじまり


★新たな野心・欲求・目的


★芽生え


☆生産力


☆精力、性衝動


☆成功、発見
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では次に「水の属性」の「Cups」です。以下のスートの連想方法は

「Wands」のケースと同じです。


＜Cups＞


水の属性ですよね！


そこで「水」をイメージします。


「水」から浮かぶことをできるだけOUTPUTしましょう。


『純愛　真実の愛　溢れんばかりの愛情と幸福　豊富　喜び　夢の実現　


★感情に関することの始まり


★自分を理解し人から理解され相手をを理解する


★人や物事に対して愛情を抱く、情が深まる


★満足、喜びを感じる


★心温まるできごと


★愛情の深まり


★好ましい愛情の形


★心と体の一致した愛情


★人類愛


★平和、自由な状態


☆人を思いやる行為


☆温かい心で接する


☆受け入れる


☆情動、感受性の作用


☆自由、希望のある状態


☆芸術、美』


＜Swords＞


風の属性
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そこで「風」をイメージしてください。


「風」から浮かぶことばをできるだけOUTPUTしましょう。


『支配や征服　望みの達成　主義の勝利　相手を口説き落とす　技量や

能力で認められる　力による勝利　容赦ない前進　困難を乗り越える意

志　平和と公正が期待される事


★行動の元になる思考


★精神力


★知性・理性による勝利


★決定する、判断する


★識別する


★創意


★発案、企画


☆鋭い動き


☆変化


☆緊張感のある状態


☆攻撃性』


＜Pentacles＞


土の属性


そこで「土」をイメージしてください。「土」のイメージは「山」「岩」

「鉱物＝例えばダイヤモンド」でも構いません。


「土」から浮かぶことばをできるだけOUTPUTしましょう。


『宝物　財産　金銭の利益　完成　達成　大きな喜び　繁栄　


★５感で感じ取れる始まり　


★目に見える結果が現れる


★知覚、平衡感覚


★五感、合理的価値観
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★物質、身体に関する事柄


★安定


★結論が出る、解決する


★健康状態の安定


★繁栄や成功することの基盤がある


★金銭・富


★満足感』


次に「コートカード」の各人物についてです。


コートカードはある意味、特殊なカードと謂えます。人物が主体となり、

カードの全体の絵柄には特定のアトリビュートを指すオブジェはあまり

描かれていません。


そのため、初心者の方では、コートカードを「人物」としてリーディン

グするケースが多いようですが、これは大きな間違いです。


コートカードは「人物」の描写を示すケースとしては全体の10％程度

しかありません。むしろ相談者の「状況」「環境」「その変化や過程」

を示すことの方が9割以上です。


初心者の方はその点を間違い、コートカードがドローされると人物とし

て性格や態度・姿勢として読んでしまいがちです。


また「コートカード」の特殊な性質の一つとして、「シグニフィケーター

（象徴カード）」としてリーディングするケースがあります。


正確にはシグニフィケーターはコートカードでは無くても構いませんが、

一般的にコートカードを使用するケースが多々あります。


「シグニフィケーター」については別章で詳細を述べますので、本章で

は簡単に概略をご説明致します。
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◇シグニフィケーターとは何か？◇


シグニフィケーターは象徴カードと翻訳されており、相談者自身を指し

示すカードのことを謂います。


ドローカードを抜き出す前に、相談者自身のカードを出して、よりタロッ

ト鑑定を明確に導く助けをする目的でシグニフィケーターを採用します


例えば、相談者が中年の恰幅の良い男性ならば、「ペンタクルのキング」

をあらかじめ出して於いてタロットリーディングをします。10代の若

い女性で苦学生ならば「ソードのペイジ」を出します。


只、日本のタロット鑑定では、シグニフィケーターはあまり使われてい

ません。


欧米ではシグニフィケーターをドローするのが当たり前ですが、日本で

はデッキ（78枚のタロットカードのことです）の一部として、リーディ

ング時にドローされるケースがほとんどですね。


シグニフィケーターの効果は、別章で述べたいと思います。


＜Page＞


「ペイジ」は小姓であり、未だ「子供」です。


「子供」である以上、「ナイト」のように闘いに赴くことはありません。

「子供」であることから、未だ「将来」の行方は不明ですね。


逆に言えば、可能性は無限大です。


ただタロットカードでは、「ペイジ」はあまり重要では無いカードです。

理由は、「未だ先の事がどのようになるのか不明」を示唆するカードで

すから、相談者の状況も未確定であることを啓示するからです。


「ペイジ」は思考力・企画力のカードです。


非常に頭の回転が速く、賢いと謂えます。


「ペイジ」の属性は「風」であり季節は「秋」となります。占星術では

「ペイジ」は春ですが本編ではエリファス・レヴィの説に準じます。


※以後、コートカードの属性についてはレヴィの説に準じます。


コートカードには時間の概念もあります。「ペイジ」は日の出から午前
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9時頃までを指します。


【コラム】小姓の意味


「小姓」とは・・・


簡単に言えば、身分の高い人に仕えた少年のことで

す。


小姓（こしょう）とは、武士の職の一つで、武将の

身辺に仕え、諸々の雑用を請け負う者です。「扈従」

に由来し、「小性」という表現が一般的です。


日本の戦国時代では、小姓には主に若年者が着いて

いました。平時には秘書のような役割をこなし、戦

時・行軍のときは特に主君の盾として命を捨てて守る役目が大きかった

ため、幅広い知識と一流の作法と武芸を身につけていなくてはならなかっ

たのですね。このため、成長すると主君の側近として活躍する者も多かっ

たのは事実です。


上杉謙信の小姓である直江兼続は有名ですね。


中国の三国時代の周瑜もそうです。


また、主君の戦国大名が小姓を男色の対象とした例も数多く見られまし

た。


豊臣秀吉、徳川家康は大名家の子弟を小姓という名目で事実上人質にとっ

ていたのは周知の事実です。その後、泰平の世となると次第に変化をみ

せてきます。


＜Knight＞


「ナイト」は「騎士」です。


闘いにはせ参じる勇者です。行動力はピカイチですね。


鎧や甲も身につけています。


ナイトの最大の特徴は、「今、問題は真っ盛りであり、今後益々頂点に

達するであろう」というリスクヘッジが必要で在るシグナルを発するこ
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とです。


もちろん、ポジションの定義によっては、「悩みは急激に解決に向かい、

自身の問題点は回復に向かう」と読んでも構いません。


ただ、一般的に「ナイト」がドローされた場合は、「状況の悪化」「問

題のさらなる発展」を示すことが多いです。


「ナイト」の属性は「火」であり、季節は「夏」です。


時間帯は午前9時から正午までを指します。


【コラム】騎士とは何者か？


騎士とは何か？


一般的に騎士とは二つの意味合いがあります。


ヨーロッパにおける騎士とは、主に中世において騎馬で戦う者に与えら

れた名誉的称号、およびそれから派生した（必

ずしも騎乗戦士ではない）階級を指します。称

号としての騎士を騎士号と云うわけですね。


日本においては江戸時代、馬に乗り「御目見」

の資格を持つ武士の称として用いられ、主に徒

士との比較語として用いられてました。


西欧における騎士の起源は、古代ギリシア・ロー

マに遡ることができます。たとえば、古代ロー

マの兵役制度（ケントゥリア）では、騎兵とし

て軍に加わる人間を指す「エクィテス」という

階級がありました。騎馬民族ではないラテン人

（ローマ人）にとって、馬術はごく限られた富

裕階級のみが学べる特殊技術であり、つまり彼らは騎兵として軍に加わ

ることができる程度の財力を持つ富裕な市民であったわけです。


とはいえ、ローマが版図を拡大し、騎馬民族の同盟国を傘下に収めるよ

うになると、ローマは実戦力としての騎兵を同盟国からの援軍（アウク

シリア）や、傭兵に依存する傾向を強めていったわけですね。そのため、
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エクィテスという言葉は「騎士」というよりは単に経済人や資産家を指

すものとなっていきました。


その後、元老院で議員資格に財産保持の制限を加えるクラウディウス法

が可決されると、財力を背景とする富豪たちは、それまで貴族や資産家

など上流層全体を含んでいた元老院から離れ、「騎士」という称号だけ

を佩びるようになったのです。彼らは元老用の純白に赤十字のトーガで

はなく、緋色のトーガを身に纏うことが習慣づけられていました。帝政

期に元老院を牽制したいと考えた歴代皇帝が重用したことで、権威はさ

らに高まり、帝国の体制を支える職務となったのです。


中世に入り・・


フン族、アヴァール人、マジャル人といった遊牧騎馬民族は、古代末期

よりたびたびヨーロッパに侵攻して乗馬技術や騎馬戦法をもたらしまし

た（騎馬戦法は古代スキタイに発し、3世紀頃のパルティアで完成した

と言われています）。ゲルマン諸部族の戦士はもともと歩兵が多かった

のですが、騎兵もフン族やサルマタイ人の影響を受けて次第に増加して

いきました。中世初期のメロヴィング朝

でも軍の主力は歩兵であったのですが、

カロリング朝初期の800年前後には少

数精鋭の重装騎兵が軍の中心に据えられ

ました。一説には馬から降りて戦うこと

が多かったとも言われています。騎乗し

て戦う騎兵が活躍するようになった背景

には、鐙（あぶみ）をはじめとする馬具

の改良があったからです。8世紀初頭に

フランク族に伝わった鐙は、騎乗したた

ま身体をしっかり支えて武器を振るうこ

とを容易にしました。9-10世紀には蹄鉄と拍車が普及した背景があり

ます。こうして重装騎兵は11世紀後半頃までに有力な戦力として戦闘

の主役となるに至ったのですね。西方ラテン世界の公式言語での騎士の
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呼称「ミーレス」（羅: miles）は本来たんなる戦士という意味ででし

た。カロリング朝の公権力崩壊にともなう封建制の成立期には、領主と

主従関係を結び、主君のために軍役などの奉仕を行う人々が出現しまし

た。大貴族に従属する家臣にして支配階級の下部に位置するかれらもま

たミーレスと呼ばれました。こうして騎士は（たんなる騎馬戦士を指す

場合もあったが）有力者に軍事奉仕をする見返りに授与される特別な身

分を意味するようになったわけです。さらに、尚武の風潮の高まりとと

もに12世紀には高位の貴族や王までも騎士を自称するようになってき

まいした。騎士になるにはまず、7歳頃から小姓（ペイジ）となり、主

君の下に仕え、使い走りなどの仕事をする一方で、騎士として必要な初

歩的技術を学びました。14歳頃で従騎士（エスクワイア）となると、

主人である先輩騎士について、身の回りの世話をはじめ、甲冑や武器の

持ち運びや修理も担当し、実際の戦闘にも参加するようになったのです。

20歳前後で一人前の騎士と認められると、主君から叙任を受け、金も

しくは金メッキの拍車をつけるようにな

りました。


叙任の儀式(en:Accolade)は基本的に

は、主君の前に跪いて頭を垂れる騎士の

肩を、主君が長剣の平で叩くというもの

です。騎士の戦士としての重要性が薄れ

ると、かえって叙任の儀式は複雑化して、

宗教色や騎士道精神といったものが強調

されるようになり、聖職者が式に絡むこ

とも多くなりました。


こうした中世騎士の制度は封建制度の中

核を成し、また「ベテラン兵の指導を受けて技術を学ぶ」という点は封

建制自体と同じくゲルマン系文化の従士制度から影響を受けています。

ただし、儀礼的な部分に限って言えばむしろローマ（ラテン）的であり、

またケルト的ですね。肩を剣で叩くという儀式は古代ローマの貴族階級
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で行われた儀式に起源を持ち、その際に両膝をついて跪くことで忠誠を

示す様はケルト系の諸民族で見られた習慣であった。儀礼が異文化から

取り入れられた経緯は詳しくは分かっていないのが本当のところです。


騎士道においては、一般にキリスト教的観念に基づく忠誠、公正、勇気、

武勇、慈愛、寛容、礼節、奉仕などが徳とされていました。ただし、そ

れらの徳目が忠実に守られていたかといえばそうでもありません。事実

は隠蔽されるのが常です。ほとんどの騎士はそうした理想とは程遠く、

クレティアン・ド・トロワをはじめとする12-13世紀の詩人たちが美

化して謳い上げた騎士道は、まさに虚像でありました。攻城戦の末に落

とした町での略奪や破壊、虐殺は当時では一般的なことでしたが、騎士

もそうした狼藉をはたらいたのです。

騎士の中には、農民のように平凡に

暮らす貧しい小城主もいれば、富裕

な捕虜の身代金を取ったり略奪を事

とする粗暴な者もおり、13世紀の

ドイツ王ルドルフ1世は盗賊騎士の

根城を攻撃して136人の盗賊を処刑

した史実もあります。


また、自らの力を試したり、ロマンチックな冒険を求めて方々を渡り歩

く騎士を遍歴騎士と呼びます。各地の大領主が主催する武芸試合に出て

金を稼ぐ騎士もいました。そうした武芸試合の呼び物には騎士たちによ

る模擬戦があり、勝ったほうのグループが捕虜を取って獲得する身代金

は、騎士の収入のひとつであったのです。


では「騎士」の身分はどのようなものだったのでしょう。


騎士は叙任されるもので、生まれついての身分・階級ではありません。

その点において単純に騎士を貴族とみなすことはできません。貧しい兵
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士が騎士身分に取り立てられることもあり、いったん騎士身分を得ると

その長子も騎士となることが多かったのです。所謂、世襲制度です。フ

リードリヒ1世（1122年-1190年）は農民が騎士になることを禁じ

たのですが、12世紀に作られた武勲詩『ジラール・ド・ルシヨン』に

は、実際には農奴が騎士身分を得ることもあったことをうかがわせるく

だりがあります。とはいえ騎士はその装備や馬を維持できるだけの財力

のある領主階級と事実上重なる部分が大きかったわけです。12世紀に

騎士修道会が創設されて宗教的

騎士道が確立するとともに、騎

士は社会的に認められた上流階

級となり、13世紀にかけて一

種の排他的・閉鎖的身分集団と

化した。これが「テンプル騎士

団」です。その後、十字軍に変

化していきます。ドイツでは、

騎士の黄金時代を迎えたホーエ

ンシュタウフェン朝の後、次第に騎士の身分は一種の貴族としての性格

を強めたのです。他方、商売などで富裕になった者が金で騎士の身分を

得ることも珍しいことではなくなりました。


騎士全盛期のドイツでは、多くの平騎士は聖俗の領主や王に臣従する非

自由民たるミニステリアーレ（家士）でありました。貴族にせよミニス

テリアーレにせよ、大多数のさほど裕福でない下級騎士は平時は農耕や

牧畜を行っていました。ミニステリアーレは不自由身分のまま騎士とし

て戦っていましたが、やがて自由身分の封臣同様に封土を得るようにな

り、下級貴族と同化してドイツの騎士の中心的な担い手となりました。

一部の騎士はドイツ王直属の帝国騎士となり、皇帝自身や貴族の男子も

叙任を受けて広義の騎士身分に属していました。16世紀初頭の神聖ロー

マ皇帝マクシミリアン1世は最後の騎士と呼ばれています。


イングランドでは騎士階級は男爵以上の爵位貴族とは区別され、今日の
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英国ではナイト爵は一代限りの爵位となっています。英国では騎士の敬

称は Sir（卿）という（ただし、騎士は中国や日本の卿に比べてはるか

に低い階級です）。また、英国貴族の敬称 Lord も同じく卿と訳され

るため誤訳・誤用を招くこともあります。


＜Queen＞


「クイーン」は「女王」「皇后」です。


「Page」「Knight」とは格が違います。


中世ヨーロッパでは「騎士」の位は一応貴族となっています。


貴族の階級は、「騎士」＜「男爵」＜「子爵」＜「伯爵」＜「侯爵」＜

「公爵」ですね。


コートカードの「クイーン」は、ある意味、最も重要なタロットカード

です。


なぜならば、「クイーン」は「変化」を示唆するからです。


「クイーン」というコートカードは、現時点の状況・境遇・環境が何か

しらの方向性が変わることです。


「クイーンは強し」ですね。チェスと同じです。


【コラム】クイーンには二通りの意味合いがある


クイーンには二通りの意味合いがあります。


一つには、王妃（おうひ）は、王の正妃（第一夫人）のことですね。君

主としての王の妃の意味で用いられる場合です。


要は王の妻としてのポジションです。


女王とは、一般に「王」のうち女性であるもの、または男性の「王」に

相当する女性の地位のことを指します。


「王」は、君主の一般的な称号として用いられるほか皇族や諸侯の称号

として、あるいは転じて第一人者の意味で用いられるのですが、これは
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「女王」についても同様です。つまり・・・君主としての女王の意味合

いと言えます。


近代以前には男性を中心とし、かつ君主に実質的な統治権力が与えられ

る社会が多く見られました。


こういった社会においてはその帰結として女性が君主となることは少な

かったわけです。


伝えられる中で最も古い女王としては、旧約聖書に出てくるシバの女王

がいますが、伝説の域を出ていません。


古代のプトレマイオス朝エジプトでは、男王との共同統治という形でク

レオパトラなどの女王が現れました。古代エジプトでは王位継承権を、

王室の王女が持つことが多く（王子が持つこ

ともあった）、この王女と結婚した王室の男

性がファラオ（王）になるという慣習があっ

たという経緯があります。この慣習の後、プ

トレマイオス朝では、代々男王と女王の共同

統治が続くことになりました。


一方、力を持ち単独で支配した女性のファラ

オは第18王朝のハトシェプストがいるのみで

す。他にはセベクネフェルなどの単独の女王もいました。


古代の日本においては、邪馬台国の女王として卑弥呼が知られています

が、実権は弟が握っていたとも見られ、実態は明らかではありません。

飛鳥時代から奈良時代、また江戸時代には女性天皇が存在しましたが、

実権を握っていたと言うよりも、むしろ繋ぎの側面が強かったのです。


朝鮮半島の新羅では7世紀に善徳女王など3人の女王が即位しました。

中国では女性君主も女系継承という考え方もなく、母后として実権を振

るった女性は多いのですが、女帝として即位したのは武則天が唯一でし

た。
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東ローマ帝国（ビザンツ帝国）では8世

紀にエイレーネーが女帝となっていま

すが、西ヨーロッパはこれに反発し、

カール大帝を西ローマ皇帝としていま

す。東ローマ

帝国では以後

もテオドラ、

ゾエ、エウド

キア・マクレ

ンボリティサ

など女帝が誕

生していま

す。


ヴィクトリア女王は19世紀にイギリスの王位

を継承しました。在位63年。一方、女子相続

を認めないサリカ法によって、ジョージ1世以

来同君連合を組んできたドイツのハノーファー王国の王位を継承するこ

とはできなかったのも史実です。


一方、西ヨーロッパにおいては、ゲルマン法系のサリカ法典が女性によ

る土地の相続を禁止しており、これが女性の王位継承を禁じていると解

釈されたため、その影響下にある地域（フランス、ドイツ諸邦など）に

おいては女王は原則として存在しませんでした。しかし、他の地域では

女性君主が存在することがあったのです。


12世紀のエルサレム王国では、国王ボードゥアン2世の娘メリザンドが

アンジュー伯フルク5世を婿に迎え、共同国王としました。


これは映画『キングダム オブ ヘブン』（オーランド・ブルーム主演）
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を観れば分かると思います。


12世紀のイングランドでは、ヘンリー1世の死後、唯一の嫡子である娘

マティルダが王位を主張しました。上述のメリザンドは既に即位してお

り、その夫フルクはモードの夫アンジュー伯ジョフロワ4世の父に当た

るため、イングランドでも同様の即位は可能と考えたと思われますね。

しかし、一時期「イングランド人の女主人」を称し事実上の女王となっ

たのですが、正式の即位は果たせず、息子ヘンリー2世が王位を継ぐこ

とになります。


13世紀のスコットランドでは、3歳の幼君マーガレットが女王となるの

ですが、父であるノルウェー王エイリーク2世の下で養育される、完全

に名目だけの君主でした。しかも7歳の時、スコットランドへ渡り着く

やいなや死去しています。


14世紀の終わりに、デンマーク

王女マルグレーテが同国の事実上

の君主として辣腕を振るい、デン

マーク、ノルウェー、スウェーデ

ンの北欧三国を支配した（カルマ

ル同盟）のですが、正式な女王の

位にはついていません。しかし君

主並みの権力を擁していたため、

後年女王として遇され、20世紀

に即位したデンマーク女王はマルグレーテ2世と称しています。


15世紀にイサベル1世がカスティーリャ女王となったが、イサベルはカ

スティーリャにおいては夫のアラゴン王フェルナンド2世との共同統治、

アラゴンにおいてはフェルナンドの王妃でありました。イサベル1世の

死にともないフェルナンドもカスティーリャ王位を失い、カスティーリャ

王位は2人の娘のフアナ女王が継承したもののその数年後に健康を害し
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て失脚しました。アラゴンの王位はフェルナンド2世の死後にフアナの

長男カルロス1世が継承しました。両王位が形式上も1人の君主のもの

として統合されるのは、フアナの死後のことです。


16世紀にスコットランドでは、メアリー女王が生後わずか数日で即位

するのですが、5歳でフランスに渡り、その後フランソワ2世の王妃と

なりました。フランソワ2世が早世したため18歳でスコットランドに帰

国しますが、24歳で退位しています。その間、スコットランド国内は

貴族が支配し、メアリーに君主としての実権はほとんどありませんでし

た。


16世紀のイングランドではエドワード6世の死でテューダー家の男子が

絶え、ジェーン・グレイ、メアリー1世、エリザベス1世と女王が続き

ました。ジェーンは完全な傀儡であり、しかも即位自体を認めないケー

スもあります。メアリーも夫のスペイン王フェリペ2世に政治的干渉を

受けていたため、実権を持つ単独の女王はエリザベスが初めてであると

いう見方もあります。


エリザベス1世は25歳で即位、45年在位してイギリス海洋帝国の基礎

を築いきました。


17世紀のスウェーデンでは、グスタフ2世アドルフの戦死後、6歳の娘

クリスティーナが女王にな

りました。従兄のカール10

世と継承争いが起こっても

おかしくない状況であった

のですが、クリスティーナ

がカールと婚約することで

すんなりと決まりましたね。

しかし、クリスティーナは
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決められた結婚と不自由な女王の座を嫌い、28歳で王位をカール10世

に譲り、ローマに移住して気ままな人生を送りました。スウェーデンで

はまた、18世紀初頭にカール12世の後を襲い、ウルリカ・エレオノー

ラが女王に戴冠しています。しかし王権が著しく制限されたことへの不

満から、わずか2年で夫フレドリク1世に譲位しました。


スウェーデン王女ヴィクトリアと第一子エステル王女と王配ダニエル王

子についてです。ヴィクトリアは、同国国王カール16世グスタフの第

一子でありますが、1980年の王位継承法改正によって弟カール・フィ

リップに代わり王位継承者となりました。即位すればスウェーデン史上

3人目の女王になります。またエステル王女は出生時から推定相続人で

あり、スウェーデンは女王が2代続くことになります。


18世紀には、女性による継承が禁じられていたハプスブルク家におい

て相続問題が生じたものの、プラグマティッシェ・ザンクツィオン（国

事勅書）によりマリア・テレジアが家督を相続しました。これを巡って

オーストリア継承戦争が勃発する

のです。ハプスブルク家が事実上

世襲化していた神聖ローマ皇帝位

は、一時バイエルンのヴィッテル

スバッハ家に奪われた後、マリア・

テレジアの夫フランツ1世が継承

した事実があります。マリア・テ

レジア自身は神聖ローマ帝国にお

いてはフランツ1世の皇后という

立場だったのですが、ハプスブルク家領（ハプスブルク君主国）におい

てはオーストリア大公、ハンガリー女王、ボヘミア女王などの君主位に

就いており、自らが君主として君臨していました。
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18世紀のロシア帝国では、エカチェリーナ（エカテリーナ）1世が女帝

となって以降、4人の女帝が現れました。重臣たちの傀儡が多かったで

すが、エカチェリーナ2世は実権を振るい、ロシアの黄金期を造りあげ

ました。


スペイン・ブルボン朝は創始時にはサリカ法を導入していたが、19世

紀にフェルナンド7世がこれを廃し、娘のイサベル2世が即位していま

す。


現代のヨーロッパの王室では、スウェーデンやイギリス、オランダ、ベ

ルギーのように後継者問題や女性の地位向上などに伴い、「男子優先主

義」を廃して性別を問わず第一子を後継者とする「第一子主義」への転

換を行った国が多く現れています。


ヨーロッパの諸言語では王の妻としての王妃と、自身が君主である女王

に同じ単語が用いられます。英語を例に挙げると、queen で両者を共

に意味し、区別する場合には王妃を queen consort 、女王を 

queen regnant と呼び分けます。


＜King＞


「キング」は「皇帝」「国王」です。


「国王」ですからその国家の統治者です。国王は自ら動くことはしませ

ん。命令すれば済むことです。ただし法律や裁判権は国王が持つもので

す。


コートカード上での「キング」は、それほど重要ではありません。


その理由は、「キング」は終結を示唆し、相談者の手を離れて自然解決

することを発信するものだからです。


故に、コートカードの「キング」は、リーディング時に於いてはさほど

重要なものではありません。


「キング」の属性は「土」であり、季節は冬です。
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時間帯は午後3時から日没までです。


【コラム】キングとは？


「王」は正確に言えば「国王」「君主」であり、その称号全般を指しま

す。


洋の東西に於いて「国王」のニュアンスは若干異なります。


東洋の国王についてです。


元来、漢字の「王」は、殷・周王朝の君主の称号として使われました。

周王は天下（世界）を治め、諸侯は周の封建制の下で国（領地）を治め

「公」を称したわけです。春秋時代に周が衰

微し、有力諸侯の群雄割拠の時代になっても

王を名乗る君主は周王のみでありました。楚

が「王」を名乗ることがあったのですが、文

明外の蛮族を称するようなものと見なされて

いました。


戦国時代になると各国の君主が「王」を名乗っ

ています。以降は、「王」はもはや天下では

なく、領地（国）を治める領主と認識される

ようになったわけですね。そのため中華世界

を統一した秦王の政は「王」号を廃し「皇帝」

号を作り自ら名乗ることになったのです（始

皇帝）。それに続く漢も「皇帝」を君主号として使用しました。三国時

代や東晋十六国時代、五代十国時代など皇帝が乱立する時代はあったも

のの、最後の王朝清まで中国では「皇帝」が至上の君主号でありました。

日本では早くから冊封体制を脱し、君主には天皇の称号を「皇帝」に相

当する称号として使用してきた経緯があります。
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一方、実質的な支配者である征夷大将軍は、中国や朝鮮との外交上「日

本国大君」の称号を用いていたわけです。一方で国内向には「王」の称

号を皇族に対して用いています。


君主が国内向けには「国王」と自称していない場合でも、中国の皇帝と

の関係上、対外的に称する外交称号として用いられた事例はあります。

（日本の将軍、ベトナムの太上皇など）。琉球以外の日本では制度上国

王という位が設けられたことはないのですが、天皇を指して国王、王と

呼ぶ例は軍記物語などの文献に広く見られますね。これは、「国王」な

いし「王」が、元来は一般に君主を意味することによるものです。


中国の爵位について・・


秦の始皇帝以降の中国では、「王」は皇帝に服する称号で、爵位の一つ

（諸侯王）となっていますね。爵位としての「王」は皇帝に次ぐものと

され、皇帝の一族や功臣が各郡などに封

じられるときに与えられました。また、

皇帝の支配の及ばぬ外国の君主にも「王」

を与えることで、「世界を支配している」

という事実を作ろうとした（冊封体制）

事実は否定できません。そのため、中華

文化圏では「王」は中国皇帝から賜る称

号の一つであり、中国皇帝に臣従した証

しとなったわけです。隋代には「国王」

「郡王」の爵位が用いられ、「国王」は

「郡王」などより格上の爵位ではありま

したが、国家の君主である国王の意味は

持ちませんでした。そのため実際には国王であっても、あまり重要視し

ない国王の場合は、「郡王」などの格下の称号が与えられる場合があっ

たのです。「王」の字を用いた爵位としては他に「親王」「嗣王」「藩

王」が知られています。
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西洋の国王について・・


ヨーロッパには元々は各地域ごとに君主の名称がありました。初期の神

聖ローマ帝国においては、君主には国王、皇帝、大公／公（プリンス）

の3つの概念があり、国王のうち教皇から皇帝として承認を受けた者の

みが皇帝であり、国王とするほどではない小君主が総称的にプリンスと

呼ばれていました。


このような概念で考えれば、タロットデッキの中でも「ペイジ」「ナイ

ト」「クイーン」「キング」以外に、ウェイト・スミス版では「プリン

ス」「プリンセス」「クイーン」「ナイト」と謳われているデッキが存

在しますが、黄金の夜明け団（ゴールデン・ドーン）の意図もあながち

間違いでは無かったと謂えるでしょう。


ヨーロッパの多くの皇帝がローマ帝国を起源

としているのに対し、英語のkingのようなゲ

ルマン系の王の名称は血統を意味するkinか

ら派生しているため、より血統が重視されて

います。皇帝は実力のある者が推戴されるこ

とが建前であり、このためローマ帝国、東ロー

マ帝国ではしばしば実力者が武力闘争やクー

デターによって皇帝となり、神聖ローマ帝国

では選挙制が維持されてきました。


コルシカ島生まれの軍人に過ぎないナポレオン・ボナパルトが皇帝に即

位したのは、王に即位すれば反革命とみなされかねないという事情もあ

りますが、皇帝が国民から推戴される存在という意識があったことも背

景にあるわけですね。
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ゲルマン系の王は元々は戦争時に臨時に選ばれるもので、これがゲルマ

ン、スラブ系の選挙王制につながり、前述の神聖ローマ帝国の帝位の選

挙制もこれに由来するという事情もありますが、この場合でも王位につ

いては、その血統を引く事が選出の条件となります。またケルト系のタ

ニストリー制でも王の血統を持つ者から選ばれます。近代に入って新た

に独立した国々が王制を採用した場合、多くの国では最初から王が存在

しないか、既に王家の血統が絶えていることが多かったのですが、その

場合でも自国の貴族から選ぶより、他国から君主の一族を招いて王とす

ることがしばしばあったのも、王となるのは王の血統を引いた者といっ

た概念があったからでですね。またゲルマン諸族において別の部族の有

力者を王に推戴した前例があった事から、血統を最優先し他国の者であっ

ても王として迎え入れる事を厭わない傾向に拍車をかける事となりまし

た。ヨーロッパではほとんどの場合、王朝交代があっても傍系か女系の

血統を引いているのも事実です。


他国から王を迎え入れる場合、ドイツ系

が非常に多かったのですが、これは神聖

ローマ帝国が統一されず、国内に王号や

それに準ずる爵位を保持する領邦君主が

多数存在し、ひいては王位を継ぐにふさ

わしい家系が多数存在したからです。な

おかつ神聖ローマ帝国内の小国であるの

で、そこから王を迎え入れても自国への

干渉や支配を排除できたからでもあります。


皇帝が実力制・選挙制であるため過去に神聖ローマ皇帝を輩出した家系

が多数存在し、逆説的にそういった家系が王家にふさわしい血統と認識

されたという事情もあるわけですね。


王位継承法により女性の王位継承を認める場合とそうでない場合が実際
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にあります。フランスやドイツなどサリカ法地域では女性の王位継承を

認めない例が多いようです。近代では女性の王位を認める国が増えてい

ます。女性の場合女王（じょおう）と謂うわけです。


第2章　では「コートカード」を1枚づつじっくりと観察してみましょ

う。


• 第一節  コートカード「ペイジ」を連想法で読む


第1項「PAGE OF WANDS」


 
「ワンドのペイジ」は、向かって右側に身体を

向けています。


背景には青い空。砂漠のような大地に向かって

右奥に三つのピラミッドのようなカタチの黄土

色の山が連なっています。


「ワンドのペイジ」の格好は、赤い羽根の付い

た銀の帽子を被っています。タイツを履き、黄

色いブーツ。黄色いショートワンピースには、

サラマンダーの模様が幾つもプリントされてい

ます。赤い下地が見える黄色のマントを羽織っています。


「ワンドのペイジ」は、両手で自分の「Wands」（棍棒）を持ってい

ます。大地に立て、棍棒の上部を右手を下側に左手を上側にしてしっか

りと握っています。


「ワンドのペイジ」は握っている棒の先をじっと見つめています。
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ここでワンドの「コートカード」について共通のメッセージを確認して

おきましょう。


ワンドのスートは「Wands」ですから、ペイジからキングまですべて

Wandsをお持っています。


これは当然なのですが、ここで観る点は「どのように持っているか？」

ということです。


また「ワンドのコートカード」には、サラマンダーがよく描かれていま

す。クイーンの場合は向日葵と獅子ですが、ペイジ・ナイト・キングは

サラマンダーです。


「サラマンダー」とは「火とかげ」と訳し、架空の伝説の動物です。


四大元素を司る精霊（四大精霊）のうち、火を司ります。手に乗る位の

小さなトカゲもしくはドラゴンのような姿をしており、燃える炎の中や

溶岩の中に住んでいます。サラマンデル、サラマンドラとも謂われ。上

記の通り、炎を操る特徴からファイアー・ドレイクと同一視されること

もあります。


ここからも、「Wands」＝「火」が象徴されています。


「ワンド」の「コートカード」には、背景に「三連の山」が描かれます。

「山」のアトリビュートは「障害」です。これは、「wands」のスー

トの性質である「身勝手」「自分本位」「野心・野望が強い」「自己ア

ピールが激しい」という性格から簡単に導かれます。


例えば・・・


会社の中で同僚が、自分が早く出世したいために、同僚の仕事まで奪っ

て、「私がやりました！」と上司に報告したならば、貴方はどのように
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じますか？


やはり・・・「この野郎！目立ちたがりやって！」「なんて自分本位な

んだ！」と思いませんか？


そのような人物は確実に嫉まれ、妨害を受けたり、賛同されません。


このような部分が「ワンド」の持つ障害です。


「ワンドのページ」に戻りましょう。


タロットリーディングには様々のテクニックがありますが、一番の基本

はタロットに描かれている「絵」を観察することです。


「観察」は「眺める」とは違います。


「この部分には・・・のように描かれているけれど、それはなぜなんだ

ろう？」と自問自答しながら観ることです。


この場合は、「ワンドのペイジ」はなぜ、持っている樹の棒の頂点を見

つめているのか？」という質問です。


ここで仮説を立てます。


「自分の持っているスキル・能力を何に使えるか考えている。」


としましょうか！


ここの仮説は極論を言えば、何でも構いません。


「自分の持っているスキル・能力を何に使えるか考えている。」


のケースの場合ならば・・・


「樹の棒」が「自分の所有しているスキル」と仮定し、そのスキルの頂

点（自己のスキルの最大要素）を見つめて、自分は何をどのようにどう

すれば最大最適か？と考えている・・と想像しただけです。


しかし・・・


この想像力が「コートカード」を読む上で最高のテクニックとなります。
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ポイントは「コートカード」の登場人物が、何を何のために、どのよう

な事をしているか？と想像することです。
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